
Ｃ
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
各
年
度
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
率

平
成
二
十
八
年
度
十
分
の
八

平
成
二
十
九
年
度
十
分
の
五

平
成
三
十
年
度

十
分
の
二

総
務
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

総
務
省
定
員
規
則
（
平
成
十
三
年
総
務
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
中

「

四
、
六
〇
五
人

一
七
〇
人

四
、
七
七
五
人
」

を
「

四
、
六
一
一
人

一
七
〇
人

四
、
七
八
一
人
」

に
改
め
る
。

区

分

期

間

定

員

本

省

平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間

四
、
六
四
四
人

平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間

四
、
六
四
二
人

平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

第
二
百
八
十
二
条
中
「
情
報
通
信
連
携
推
進
課
（
北
海
道
総
合
通
信
局
、」を
「
情
報
通
信
連
携
推
進
課
（
」
に
、「
放有

送
課
（
北
海
道
総
合
通
信
局
、
信
越
総
合
通
信
局
、
北
陸
総
合
通
信
局
及
び
四
国
総
合
通
信
局
に
限
る
。）

線
放
送
課
（
北
海
道
総
合
通
信
局
に
限
る
。）

」
を
「
放
送

課
（
北
海
道
総
合
通
信
局
、
信
越
総
合
通
信
局
、
北
陸
総
合
通
信
局
及
び
四
国
総
合
通
信
局
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

第
二
百
八
十
三
条
第
一
項
第
八
号
中
「
北
海
道
総
合
通
信
局
、」を
削
る
。

第
二
百
八
十
五
条
第
二
項
中
「
信
越
総
合
通
信
局
」
を
「
北
海
道
総
合
通
信
局
、
信
越
総
合
通
信
局
」
に
改
め
る
。

第
二
百
八
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
百
八
十
六
条

削
除

第
三
百
三
十
五
条
中
「
二
部
」
を
「
三
部
」
に
、「
技
術
研
究
部
」
を
「
技
術
研
究
部

研
究
企
画
部
」
に
改
め
る
。

第
三
百
三
十
六
条
第
四
号
を
削
る
。

第
三
百
三
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
八
年
度
の
地
方
債
か
ら
適
用
す
る
。

（
退
職
手
当
の
合
計
額
が
著
し
く
多
額
で
あ
る
部
分
の
算
定
方
法
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
債
に
関
す
る
省
令
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
新
省
令
」

と
い
う
。）附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成
三
十
年
度
ま
で
の
各

年
度
に
あ
っ
て
は
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
、
次
の
算
式
に
よ
り
算
出
し

た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

算
式（
Ａ
－
Ｂ
）
×
Ｃ

算
式
の
符
号

Ａ
新
省
令
附
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
例
に
よ
る
額
か
ら
同
項
第
二
号
の
例
に
よ
る
額
に
百
分
の
十
二
を
乗

じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
）

Ｂ
新
省
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額

（
退
職
手
当
の
合
計
額
が
著
し
く
多
額
で
あ
る
部
分
の
算
定
方
法
の
特
例
）

第
三
条

新
省
令
附
則
第
二
条
第
二
項
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
範
囲
内
で
退
職
手
当
の
財
源
に
充
て

る
た
め
の
地
方
債
を
起
こ
し
て
も
、
な
お
退
職
手
当
の
合
計
額
が
多
額
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
財
政
の
安
定
が
損
な
わ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
新
省
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
同

項
及
び
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
、
適
正
な
財
政
運
営
を
行
う
に
つ
き

必
要
と
認
め
ら
れ
る
額
と
し
て
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
定
員
の
期
間
別
の
特
例
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
総
務
省
定
員
規
則
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る

機
関
の
定
員
は
、
同
表
の
期
間
の
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
は
、
同
表
の
定
員
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
四
十
二
号

行
政
機
関
職
員
定
員
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
省
定
員

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

山
本

早
苗

〇
総
務
省
令
第
四
十
三
号

総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
及
び
総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）

を
実
施
す
る
た
め
、
総
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

山
本

早
苗

総
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

総
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
総
務
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
五
人
」
を
「
四
人
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
関
係
部
局
」
の
下
に「（
自
治
行
政
局
、
自
治
財
政
局
、自
治
税
務
局
及
び
消
防
庁
を
い
う
。

次
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
見
出
し
中
「
国
際
室
」
の
下
に
「
並
び
に
企
画
官
及
び
国
際
協
定
専
門
官
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項

中
「
国
際
室
」
の
下
に
「
並
び
に
企
画
官
一
人
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中「（
自
治
行
政
局
、
自
治
財
政
局
、

自
治
税
務
局
及
び
消
防
庁
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
地
方
公
共
団
体
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企

画
及
び
立
案
並
び
に
関
係
部
局
の
調
整
に
関
す
る
事
務
（
住
民
制
度
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
行
う
。

第
二
十
四
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
、
人
材
力
活
性
化
・
連
携
交
流
室
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
九
号

中
「
人
材
力
活
性
化
・
連
携
交
流
室
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
人
材
力
活
性
化
・
連

携
交
流
室
に
、
室
長
及
び
」
を
「
地
域
自
立
応
援
課
に
、」に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
か
ら
同

条
第
八
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
二
十
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
高
齢
対
策
室
」
を
「
女
性
活
躍
・
人
材
活
用
推
進
室
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
勤
務
成
績
の
評
定
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
第
二
号
中
「
地
方
公
共
団

体
の
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
」
を
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
女
性
職
員
の
活
躍
及
び
多
様
な
人
材
の
活
用
推
進
に
関

す
る
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

地
方
公
務
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
制
度
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
こ
と
。

四

地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
行
政
に
対
す
る
協
力
及
び
技
術
的
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
十
五
条
第
一
項
中
「
六
人
」
を
「
七
人
」
に
改
め
、「
、
受
給
・
債
権
調
査
官
一
人
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中

「
一
人
」
を
「
二
人
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
」
を
「
恩
給
に
関
す
る
審
査
請
求
及
び
訴
訟
に
関

す
る
」
に
改
め
、
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
同
条
中
第
十
三
項
を
削
り
、
第
十
四
項
を
第
十
三
項
と
し
、
第
十
五

項
を
第
十
四
項
と
す
る
。

第
二
百
五
条
中
「
助
教
授
」
を
「
准
教
授
」
に
改
め
る
。


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